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“食と健康の課題解決”へ
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１.会社概要 ２０２１年３月現在
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初代「味の素®」
（グルタミン酸ナトリウム）

創業時の志

現在

「うま味」の発見者
池田 菊苗 （東京帝国大学 教授）

味の素グループ創業者
二代 鈴木 三郎助

２．創業の志とＡＳＶ経営

日本人の栄養状態を改善したい 世界初の調味料を事業化したい

Ｅａｔ Ｗｅｌｌ，Ｌｉｖｅ Ｗｅｌｌ
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ASV（Ajinomoto Shared Value)

創業以来一貫した、事業を通じて
社会価値と経済価値を共創する取組
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2030年までに、
• 10億人の健康寿命を延伸します
•事業を成長させながら、環境負荷を50%削減します

２．味の素グループビジョン

アミノ酸のはたらきで食習慣や高齢化に伴う食と健康の課題を
解決し、人びとのウェルネス（こころと体の健康）を共創します

味の素グループビジョン
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人のカラダの2割はアミノ酸

タンパク質は20種類アミノ酸から構成

タンパク質
タンパク質を構成する

20種類のアミノ酸

イソロイシン Ile グリシン Gly

ロイシン Leu アラニン Ala

リジン Lys セリン Ser

メチオニン Met アスパラギン酸 Asp

フェニルアラニン Phe アスパラギン Asn

スレオニン Thr グルタミン酸 Glu

トリプトファン Trp グルタミン Gln

バリン Val アルギニン Arg

ヒスチジン His システイン Cys

プロリン Pro チロシン Tyr

アミノ酸は生命の源となる栄養成分

「アミノ酸のはたらき」とは
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たんぱく質
摂取

おいしい減糖と減脂

多様な由来のたんぱく質摂取

野菜や果物の摂取

職場の栄養改善

おいしい
減塩 妥協なき

栄養

「おいしい減塩」と 「たんぱく質摂取」に焦点をあて、
“栄養バランス”の良い食事を 「妥協なき栄養」として広く普及します

おいしさ
を妥協しない

食へのアクセス
を妥協しない

地域の食生活
を妥協しない

２．「食と健康の課題解決」に向けての基本方針
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３．地域課題解決型エコシステムの構築

行政

メディア
流通業

大学
栄養士

生産者

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨ

たんぱく質
摂取

おいしい減糖と減脂

多様な由来のたんぱく質摂取

野菜や果物の摂取

おいしい
減塩

地域の皆様と、地域の食と健康の課題を解決
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1: 2012年の男性12.9g（全国1位）
女性11.1g（全国1位）から、
2016年には男性10.7g（全国21位）
女性9.3g（全国18位）

2: 2019年現在行政

味の素

⚫県民意識改革キャンペーン
⚫毎月28日「いわて減塩・適塩の日」

⚫地域食材・当社減塩商品を
活用した減塩メニューの提案

メディア 流通業様
⚫減塩を訴求する店頭イベント、

チラシ、プロモーション

⚫減塩の啓発、キャンペーン等の
紹介、メニューの普及

+20%

CAGR

10%

減塩製品の単価
減塩製品の売上成長
（FY14-17）

経済価値2
岩手県の塩分摂取量が
全国ワースト１位から
２０位程度改善1

社会価値

３．2014年～減塩・適塩における岩手県での取組

栄養士会

⚫減塩勉強会・県民啓発
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４．各地域の健康改善の取組

（１）がんばる人のチカラになるごはん「勝ち飯®」

トップアスリートのサポートで培った栄養プログラム「勝ち飯®」の知見を
一般の消費者に拡げる活動

トップアスリート

がんばる人のチカラになるごはん
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ご当地・

地域で生産の食材使用
地域特有の食文化

を行政と、地域流通様店頭で展開。

４．（１）「ご当地・勝ち飯®」と今後の展開

《21年度展開》
アールビーズ社との連携による「勝ち飯®」×ウォーキングの推進

全国自治体
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４．（２）野菜摂取促進 「ラブベジ®」

“調理”で
野菜の魅力や栄養素を引き出した

レシピ・献立で、
野菜が好きになることを目指しています。

和・洋・中の調味料 地域の野菜を使ったレシピ提案

*厚生労働省
健康日本２１で推奨

野菜摂取
目標１日350ｇ以上*

応援プロジェクト

「野菜をもっととろうよ！」
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行政・地域との連携は2016年～41エリアで展開。

４．（３）全国に拡がる取組

北海道

宮城

静岡

沖縄

大阪

福岡
宮城

神戸市

KOBE野菜を食べよう
キャンペーン

福岡県健康フェア
「減塩」

福島“食の基本”×「勝ち飯®」

宮城県塩ｅｃｏ・ベジプラス

北海道

福岡県

信州・「勝ち飯®」

茨城県「野菜をたべよう」×
「ラブベジ®」

福島県

北海道

長崎県×「ラブベジ®」

愛知 ﾒﾃﾞｨｱ×「ラブベジ®」

愛知

長崎県

「沖縄・勝ち飯®」

沖縄
長野県

浜松・「勝ち飯®」

浜松市

えひめ・「勝ち飯®」第2弾

愛媛県

①「共家事」×ﾌｧﾐﾘｰｸｯｸ
②農産物振興協力協定

福井県

青森県「だし活・だす活」
×「ラブベジ®」

青森県

北区「マイベジ」×「ラブベジ®」

東京
北区

アイヌ伝統料理オハウ

北海道

茨城県

宮城県
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早
期
発
見
・
早
期
予
防
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５．未病を治す「アミノインデックス®」から生活改善提案へ

血液中のアミノ酸濃度バランスから
生活習慣に起因する疾病の発見や予防の機会創出をサポート。

１回の採血（５ml）で
三大疾病、糖尿病、認知機能低下の

可能性をチェック

生
活
改
善
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
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「食と健康の未来フォーラム」
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食と健康の幅広い課題に対する正しい情報普及と、
消費者との対話の場として、継続してまいります

社会・消費者

６．消費者との正しい情報の共有
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2021年12月中旬（予定）
日本政府主催の栄養サミット
成功に向け企業の立場からサポート

20年9月

CEO-level private sector consultation参画

20年10月 Sustainable Retail Summit登壇

20年10月

Food Navigator UKへの掲載
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７．グローバルイニシアチブと連動した栄養戦略の展開
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Well-being
毎日の食・生活習慣を通じ、心と体の健康（Well being）の

実現に貢献するもの

パーソナル栄養、完全食、ヘルスケアエコシステム、
データマネジメントプラットフォーム、食による未病

SDGs 3.健康と福祉

地域・地球との共生
モノづくりから消費の場面に至るまで、あらゆるステークホルダーと

共に地域・地球との共生に貢献するもの

代替食材、クリーンミート、アップサイクルフード、
トレイサビリティ、エコパッケージ

SDGs 2.飢餓をゼロに／12.つくる責任つかう責任／
13.気候変動対策／14&15.海と陸の豊かさ

食の伝承と新たな発見

生活者のライフスタイルの変化、価値観の多様化に

適応する新しい提案

新デリバリーサービス、ミールキット、ゴーストキッチン、
D2C（産直）、置き食、食のサブスク、食育、食の疑似体験(XR)

SDGs 9.産業と技術革新

調理の進化

便利で安心な調理を楽しむことを可能にする最先端の技術

スマートキッチン、フードロボ、3Dフードプリンター、
分子調理、パーソナルレシピ

SDGs 9.産業と技術革新

８．Well-being 追求への新たな取り組み

栄養、運動、睡眠、こころの健康＋よりよい社会生活を支援する

「食と健康の課題解決企業」実現に向けて
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９．活動の報告

毎年、サスティナビリティデータブックとして、ホームページで公開
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ご清聴ありがとうございました。

日本各地域の皆様の「食と健康の課題解決」に取組み、
消費者の健やかな食生活に貢献してまいります。
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